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地域支援・地域連携
・本児の困り感などを減らせるように、また将来に向けて困るであ
ろう事を予測しつつ関係機関（幼稚園や他の療育機関・小学校等）
と情報共有や情報提供を必要に応じて連携していきます。

職員の質の向上
・一人一人の児童に対する担当者会議の実施
・外部研修に参加し、研修内容を共有しています。

主な行事等 〇定例行事（入園式、運動会、クリスマス会、、お餅つき、遠足、参観、卒園式）を実施する

・言葉だけにとらわれず自分なりの表現（発声や身振り、仕草、表情、態度等）で人に伝えようとする意欲を大切にします。
・友だちや職員、周りの大人との関わりの中で感情を豊かに育て、意思を伝えられるように支援を行います。

人間関係社会性
・安心できる大人との関係性を作る事を基盤とし、そこから周りの状況に気づき周囲や人や物への興味、関心、関わる事の支援を行います。
・遊びや活動の中で、ルールや順番の理解など、周りの状況に気づき行動につなげていけるように支援します。
・遊びや活動を通して楽しい経験を重ねながら、社会性、対人関係の育ち芽生えを支援します。

家族支援

・個人面談などを通して家族のニーズを聞き、必要な相談や支援、
援助を行います。
・家族が身近な地域の中で安心して子育てができるようにレスパイ
ト支援や助言等を行います。

移行支援
・幼稚園や就学への移行がスムーズにできるように、他機関と
の連携を図りながら支援していきます。

支  援  内  容

本
人
支
援

健康・生活
・個々の健康状況を把握して生活リズムを整える事や健康に過ごせるように活動を計画し援助を行いながら取り組んで行きます。
・身辺自立（着替え、排泄）は年齢や状況に応じ、保護者の情報も得て自立に向けて取り組みを行います。
・物や状況に合わせた体や手指の使い方を活動の中で取り入れ、生活に必要な基本的技能の向上に取り組んで行きます。

運動・感覚
・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や運動、動作の改善および習得、筋力の向上活動を通してを支援して行きます。
・楽しく活動ができるように屋内、戸外の活動を取り入れ場面や季節に合わせた活動を行い経験を広げていきます。
・視覚、聴覚、触覚など感覚を十分活かせるよう必要に応じた遊びを工夫しながら支援します。"図

認知・行動
・遊びの活動の中で”またやりたい””少し難しそうだけどやってみよう”という意欲や、自分から取り組む姿勢を大切にし”できた”
　”やったー”という成功体験を増やしていけるように支援します。
・活動や生活環境を整え個々に理解しやすい声掛けを行う事により、気持ちや感情の調整が出来るように支援を行います。

言語
コミュニケーション

法人（事業所）理念
・一人ひとりを大切にします。こどもたちは神さまから命を与えられ、愛されているかけがえのない存在です。聖書の教えを基盤に、
神と人を愛する豊かな心を育て、感謝する事を大切にします。

支援方針 ・幼稚園や保護者の方と本児の困り事等を密に連携をとりながら、本児に寄り添った支援を行っていきます。

営業時間
9:00 16:30 送迎実施の有無 無し

事業所名 児童発達支援所 ひかり 支援プログラム 作成日


